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地域に根ざし人々の「生きる」を支えるために…

VOL

３つの願い
１ 医療と福祉を充実させましょう　2 公害をなくしましょう　３ 核兵器をなくし、平和を守りましょう
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緊
急
事
態
宣

言
中
の
五
輪
。

「
変
異
株
の
ス

ー
パ
ー
拡
散
イ

ベ
ン
ト
」（
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
紙
）
に
な
ら

な
い
よ
う
に
祈

る
！
♥
や
っ
ぱ

り
？
無
観
客
と
い
え
開
催
。

で
も
、
五
輪
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

競
技
団
体
、
放
送
権
者
は
観

客
席
に
入
る
。
理
由
は
、
主

催
者
側
で
観
客
で
な
い
と
、

こ
れ
特
権
？
「
命
よ
り
五
輪

重
い
と
Ｉ
Ｏ
Ｃ
」（
新
聞
読
者

川
柳
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
紙
記
者
に
「
ぼ
っ
た
く
り

男
爵
」
と
名
付
け
ら
れ
た
方

へ
、
メ
ダ
ル
の「
金
」
が「
カ

ネ
」に
読
め
て
仕
方
な
い
。一

体
誰
の
た
め
の
五
輪
？
♥

「
全
人
類
の
努
力
と
英
知
で

難
局
を
乗
り
越
え
る
」
と
繰

り
返
す
菅
総
理
、
彼
の
言
葉

に
ど
れ
だ
け
の
国
民
が
納
得

で
き
る
だ
ろ
う
か
？
国
民
に

は
行
動
自
粛
、
運
動
会
も
修

学
旅
行
も
我
慢
、
酒
類
提
供

店
に
は
集
中
自
粛
、
違
和
感

と
不
公
平
感
は
否
め
な
い
♥

企
業
経
営
者
の
六
四
％
、
都

内
で
は
六
六
・
八
％
は
五
輪

の
中
止
・
延
期
を
望
む
。
中

で
も
都
内
中
小
企
業
で
は
六

八
・
六
％
。
五
輪
の
経
済
効

果
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い

（
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
調

査
）
♥
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ

て
五
輪
は
一
つ
の
大
き
な
目

標
。
共
鳴
す
る
し
、
こ
れ
ま

で
も
数
多
く
の
五
輪
競
技
に

感
動
も
し
た
。「
五
輪
に
賛

成
す
る
人
、
反
対
す
る
人
が

い
る
。
仮
に
中
止
に
な
っ
て

も
大
好
き
な
体
操
を
続
け

る
」（
体
操
・
萱
和
磨
選
手
）。

こ
の
声
に
ホ
ッ
と
救
わ
れ
る

♥
全
国
へ
の
感
染
急
拡
大
、

感
染
者
数
は
一
日
一
万
人
を

超
え
最
高
を
連
日
更
新
、
医

療
崩
壊
目
前
。�

（
Ｇ
Ｋ
）

変
異
株
の
ス
ー
パ
ー
拡
散
イ
ベ
ン
ト

み
さ
き
漁
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だよ
り

だよ
り

だよ
り

だよ
り

�今年もお盆期間は
通常通り診療いたします。

夏期診療時間についてのお知らせ

　

七
月
は
、
緊
急
事
態
宣
言
や
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
も
解
除
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
企

画
で
舞
洲
緑
地
へ
出
か
け
ま
し
た
。
海
風
を
感

じ
、
草
の
匂
い
や
磯
の
匂
い
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸

い
込
ん
で
、
自
然
や
季
節
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
も
「
気
持
ち
い
い
な

ぁ
」「
久
し
ぶ
り
に
外
に
出
た
わ
」
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し
休
み
が
ち
な
利
用

者
の
方
も
企
画
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
楽

し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
熱

中
症
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、
季
節
感

を
味
わ
え
る
外
出
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
む
ら
　
大
野
　
直
人

拶
し
ま
し
た
。
県
内
限
定
を
含

む
通
し
行
進
者
に
、
ゆ
り
か
ご

保
育
園
の
園
児
か
ら
折
り
鶴
が

手
渡
さ
れ
、
約
百
人
で
行
進
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
な
し
で
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
立
花
駅
で
は
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
三
十
分
間
、「
核
兵
器

禁
止
条
約
に
日
本
政
府
も
署
名

を
！！
」
と
訴
え
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
署
名
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

�

総
務
　
立
石
　
智
子

　

五
月
六
日
に
東
京
か
ら
出
発

し
た
平
和
大
行
進
が
、
七
月
八

日
に
尼
崎
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
当
院
は
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
平
和
の
想
い
を
託
す
旗

（
ペ
ナ
ン
ト
）」
に
三
つ
の
事

業
所
名
で
協
力
し
、
旗
を
持
っ

て
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
集
会
で
は
、
稲
村

市
長
が
「
自
然
に
よ
る
地
震
や

災
害
は
止
め
る
こ
と
が
出
来
な

い
が
、
核
兵
器
は
人
間
の
力
で

止
め
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
挨

～デイ外出企画 舞洲緑地へ～

外の風はいいなぁ

国
民
平
和
大
行
進
２
０
２
１
に
参
加
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
教
室
関
係
は
当
面
の
間
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お 

知 

ら 

せ

月のテーマ8Ｔ
Ｅ
Ｌ 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

�
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２
０
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９
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５
１

健
康
情
報
（
兵
庫
県
保
険
医
協
会
）

―
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
―

―
西
澤
　
求
甫
―

原
爆
の 

火
を
持
て
歩
む 

こ
の
コ
ー
ス

�

震
災
の
地
で
は 

静
か
に
歩
む

回
想
　
国
民
平
和
大
行
進

坊
さ
ん
の 

一
念
発
起
の 

こ
の
行
脚

�

ヒ
ロ
シ
マ
の
祈
り 

全
国
に
拡
げ

月
曜
日　

先
天
性
色
覚
異
常

火
曜
日　

保
険
で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療

水
曜
日　

乳
児
血
管
腫
と
は

木
曜
日　

�

震
災
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害

金
土
日　

熱
中
症
と
ス
ポ
ー
ツ

※�

９
日（
月
・
休
）は
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放

送
し
ま
す
。

　古いタオルなど綿100％
の布を適当な大きさに切っ
てご利用者の排泄のお世話
に使用させていただきま
す。
　お家にある綿の布をご提
供いただけませんか？ご連
絡いただけましたら取りに
伺います。

地域生活支援ハウスのむら
大物町１丁目10-17
TEL:06-6487-0161

古いタオルを
� ご提供ください

ご協力
お願い
します！

　

前
回
（
の

む
ら
だ
よ
り

二
〇
二
一
年

四
月
号
）

は
、
力
の
抜

き
方
や
入
れ

方
に
つ
い
て

書
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

今
回
は
通
り

方
（
動
き
や

す
さ
）
に
つ

い
て
書
こ
う

と
思
い
ま

す
。

　

好
き
な
漫

画
の
セ
リ
フ

に
『
も
の
を
掴
む
時
、
手
を
動

か
す
。
ほ
ぼ
同
時
だ
が
わ
ず
か

に
先
に
肩
が
動
く
。
も
っ
と
言

う
と
対
に
な
る
腰
に
先
に
力
が

発
し
て
い
る
』
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
言
い
換
え
る
と

腰
か
ら
動
き
が
起
こ
り
、
背
骨

を
通
っ
て
肩
、
手
と
動
い
て
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
は
腰
（
仙
骨
）

が
身
体
の
真
ん
中
だ
か
ら
と
表

現
し
ま
し
た
が
、
他
に
も
形
態

進
化
と
い
う
面
か
ら
考
え
て

も
、
図
の
様
に
体
は
前
に
進
も

う
と
伸
び
て
お
り
、
力
の
流
れ

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
。

　

話
を
戻
す
と
、
腰
（
仙
骨
）

か
ら
背
骨
、
肩
と
伝
わ
っ
て
い

く
中
で
そ
の
間
に
あ
る
の
は
肋

骨
で
す
。
肋
骨
は
左
右
十
二
対

（
計
二
十
四
本
）
あ
り
、
そ
の

多
く
（
十
八
本
）
は
二
個
の
背

骨
の
間
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す

（
関
節
を
作
っ
て
い
る
）。
そ

の
た
め
、
肋
骨
の
動
き
が
悪
く

な
る
と
う
ま
く
力
が
伝
わ
ら
な

く
な
り
、
手
だ
け
を
頑
張
っ
て

動
か
し
、
肩
こ
り
や
痛
み
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
背
骨
全
体
も
動
き
づ
ら

く
な
り
、
体
を
曲
げ
た
り
回
し

た
り
が
や
り
難
く
な
る
、
呼
吸

が
浅
く
な
る
、
肋
骨
が
下
に
向

い
た
ま
ま
だ
と
猫
背
に
な
る
、

な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
肋
骨
の
動
き
を
良
く

す
る
運
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。

以
下
、
座
っ
て
行
え
ま
す
。
長

く
深
い
呼
吸
や
肋
骨
が
動
く
と

い
う
こ
と
を
意
識
し
て
行
っ
て

下
さ
い
。

　

①
両
足
を
大
き
く
開
い
て
爪

先
を
外
に
向
け
ま
す
。
両
手
は

膝
に
置
き
、
膝
を
開
く
よ
う
に

支
え
て
お
き
ま
す
。
左
右
ど
ち

ら
か
の
肩
を
前
方
に
向
け
る
よ

う
に
体
を
ゆ
っ
く
り
捻
っ
て
い

き
ま
す
。
脇
腹
が
伸
び
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
。

　

②
片
方
の
手
を
頭
の
後
ろ
か

ら
反
対
の
肩
へ
、
も
う
片
方
の

手
も
頭
の
後
ろ
か
ら
肘
辺
り
を

持
ち
ま
す
。
肘
を
引
っ
張
り
な

が
ら
体
を
横
に
倒
し
て
い
き
ま

す
。
脇
腹
が
伸
び
、
肋
骨
が
広

が
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

③
カ
ベ
の
前
に
座
り
、
両
方

の
肘
を
カ
ベ
に
あ
て
ま
す
（
し

ん
ど
い
方
は
片
方
で
も
可
）。

顔
の
高
さ
く
ら
い
を
目
指
し
ま

す
。
息
を
吐
き
な
が
ら
胸
を
カ

ベ
に
近
付
け
る
イ
メ
ー
ジ
で
胸

や
お
腹
を
伸
ば
し
ま
す
（
肋
骨

が
上
を
向
く
よ
う
に
、
上
下
に

広
が
る
よ
う
に
）。

　

今
回
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

無
理
せ
ず
、
痛
み
の
出
な
い
範

囲
で
行
っ
て
下
さ
い
。

�

理
学
療
法
士
　
前
田
　
晃
英

374

リ
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リ
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肋
骨
の
動
き
を
良
く
す
る
運
動

栄養ニュース －249－

熱中症を
� 防ぎましょう

管理栄養士 笠井　裕美

は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
人
間
の

水
分
量
は
成
人
で
約
六
〇
％
、
子

ど
も
で
約
七
〇
％
、
高
齢
者
で
約

五
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
体
内

の
水
分
は
、
体
温
調
節
や
老
廃
物

の
排
泄
に
関
わ
る
ほ
か
、
栄
養
素

や
酸
素
を
体
中
に
運
ぶ
血
液
の
一

部
と
な
り
ま
す
。
特
に
暑
い
時
期

は
、
体
は
汗
を
か
き
、
体
の
熱
を

冷
ま
す
こ
と
で
体
温
を
調
整
し
ま

す
。
そ
の
際
、
汗
と
し
て
失
わ
れ

た
水
分
と
電
解
質
が
十
分
補
給
さ

れ
な
い
と
脱
水
が
起
こ
り
ま
す
。

　

「
水
分
の
と
り
方
」
…
飲
み
物

か
ら
と
る
水
分
量
は
一
日
あ
た
り

一
・
二
～
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
程
度

を
目
安
に
し
、
一
回
に
た
く
さ
ん

と
る
の
で
は
な
く
、
こ
ま
め
に
と

り
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
コ
ッ
プ
一

杯
程
度
を
、
生
活
に
合
わ
せ
、
起

床
時
、
朝
食
、
十
時
、
昼
食
、
十

五
時
、
夕
食
、
入
浴
時
、
就
寝
前

な
ど
、
水
分
を
と
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

「
水
分
の
種
類
」
…
基
本
的
に

は
、
水
や
お
茶
な
ど
甘
味
の
な
い

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん

汗
を
か
い
た
時
は
、
電
解
質
や
糖

分
が
適
度
に
含
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
経
口
補
水
液
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の

量
を
増
や
し
、
体
内
の
水
分
を
排

し
て
し
ま
う
の
で
、
水
分
補
給
と

し
て
は
適
し
ま
せ
ん
。

　

十
分
な
睡
眠
・
休
養
を
と
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
、

適
度
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
活

用
し
、
室
内
の
温
度
を
調
整
し
、

暑
い
時
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※�

一
九
五
八
年
の
第
一
回
平
和
行
進
で
僧

侶
の
西
本
敦
さ
ん
が
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
東

京
へ

※�

一
九
九
五
年
被
爆
五
〇
周
年
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
年

　

感
染
対
策
に
よ
る
マ
ス
ク
着
用

な
ど
に
よ
り
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク


